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 「三種類の人間」 
 

  スイッチＯＮ！！残暑の季節ですが猛暑が続いてます。マスクの苦しさから開放されると思った矢先の、コロナの感

染力の猛威。。。連日の報道〜。。そんな中、 

本当に各自の意識の高さに日々のサービスが維持でき、お客様に安心と安全が提供されていることに感謝と誇りを

感じます。 職場の一人ひとり人の情熱で支えられていることに本当にありがとうございます！！ 

みんなで支え合って乗り切ることしか今はできません。引き続き体調管理、水分補給、あなたの情熱をよろしくお願い

致します！！！ 

 

さて、最近ちょっと値の張る書籍を購入しました！！常日頃の日々のアウトプットには、インプット（自己投資）です。 

ちなみに、１万５千円！！書籍の題名は「天運の法則」 

 

その書籍の中で、脳みそが反応した文章を抜粋しました。 

 

「世の中には、 常に三種類の人間がいます。」  

 

一つはいい加減な人間です。 

ものごとにいい加減であり、他人に対していい加減であり、したがって、自分にもいい加減である。 

能力が足りないのであれば、伸びる可能牲がありますが、いい加減な人間だけは可能性がありません。 

なぜならいい加減な人間は、向上心がないからです。 

 

もう一つは、一生懸命な人聞です。 

ほとんどの人は、一生懸命に生きています。一生懸命は必死さの一種であり、必死さは一種のストレス状態です。 

人はたいていノルマなどの義務感や、「これをやらないとマズイことになる」というプレッシャーから、必死になるので

す。しかし拍車としてのプレッシャーが役立つのは、どちらかと言うと短期勝負です。 

 

最後が本気になれる人間です。 

ノルマに追われたり、尻を叩かれたりして、仕方なく一生懸命になるのではありません。 

何ごとでも「自分がやりたいからやる」と考えられる、主体的な人間だけが本気になれるのです。 

人を向上させるのは、この本気さです。 

本気だからこそ自分をとことん追い込めるのです。社長が本気になるのは当たり前です。 

 

なんだか、自分の脳みそから日々の自分を振り返れ！と言われた感じで、改めて自分ごととして読み、 

心と人間力を磨かねばと正座して読んでおります。。 

近々、自分が感化された書籍関係をまとめてみたいと思います。そして、会社図書館としてみんなで共有して、 

共に成長し、共に学びあえたらと思います！ 

 

今月もありがとうございます！！来月もよろしくお願い致します！！！ 

社会福祉法人 千歳会 

理事長 左 敬真 

 


